
本田 顕子、加藤 聖紀※、林 徹、成松 浩志
（※豊肥保健所）

The Epidemiological Surveillance of Viral Infections in Oita Prefecture, 2017

Akiko Honda, Miki Kato, Toru Hayashi, Hiroshi Narimatsu

Key words：感染症発生動向調査 surveillance、ウイルス virus

感染症発生動向調査からみたウイルスの流行状況（2017年）

は じ め に

大分県では、感染症の予防及び感染症の患者に対
する医療に関する法律に基づく感染症発生動向調査
事業で､ウイルスの検索及びその動態について調査
を行っている。２０１７年の調査結果について報告す
る。

検 査 方 法

ウイルス検索の材料は、大分県内の検査定点等の
医療機関から提出された鼻腔・咽頭ぬぐい液、糞
便、髄液、血液、皮膚病巣及び心嚢液を対象とした。
ライノウイルス、パレコウイルス、パラインフル
エンザウイルス、ムンプスウイルス、アデノウイル
ス、ヘルペスウイルス属及び一部のエンテロウイル
ス属については、臨床診断名をもとに臨床検体から
直接、核酸を抽出して、推定される各ウイルス遺伝
子を標的としたPCR法１），２），３）で遺伝子を増幅し、得ら
れた増幅産物の塩基配列をダイレクトシークエンス
法で決定した後、DNA Data Bank of Japan （DDBJ
）のBasic Local Alignment Search Tool（BLAST）
を用いて既知のデータベースの中から相同性検索を
実施し、ハイスコアを示した配列のウイルスをもっ
て同定した。ノロウイルス及びインフルエンザウイ
ルスの検出には、リアルタイムPCR法を用いた。ノ
ロウイルスの遺伝子型については、RT-PCR法及び
ダイレクトシークエンス法で同定した。
ウイルス分離にはHEp-2、RD-18s、Caco-2、RD-
A、Vero9013、VeroE6、MDCK、LLC-MK2の８種
の細胞を使用し、細胞変性効果を指標に３代まで継
代培養を行った。分離ウイルスの同定には、抗血清
のあるものについては中和試験を実施し、抗血清の
ないものについては、培養上清を臨床検体と同様に
PCR法及びダイレクトシークエンス法で遺伝子配列

を決定した後、BLASTにて相同性検索を行った。
ウイルス遺伝子の塩基配列の分子系統樹の作成
は、近隣結合法を用いた。
Ａ群ロタウイルスの検出にはラピッドテスタ ロ
タ・アデノⅡ（積水メディカル株式会社）を使用し
た｡
日本紅斑熱リケッチアの検出には、間接蛍光抗体
法によるIgG抗体及びIgM抗体の定量と血液及び痂
皮の遺伝子検査を行った。

結果および考察

２０１７年は県内の１１医療機関から２３疾病２６１検体の
検査依頼があった。疾患別にみるとインフルエンザ
様疾患と急性脳炎・脳症が３８検体と最も多く、次い
で無菌性髄膜炎が３７検体、発疹症が３２検体、感染性
胃腸炎が２１検体であった。
検出した病原体は、１３５件（１検体につき複数検
出した８件を含む）、検出率は４８．７％であった。検
出数が多かったのは、コクサッキーウイルスA6型
が１８件、インフルエンザウイルスAH3が１５件、イ
ンフルエンザウイルスB型が１３件及びライノウイル
スが１２件であった（表１）。
２０１６年に検出数の多かったコクサッキーウイルス
A6型が最も多く検出されたが、２０１６年に検出数の
多かったエコーウイルス９型及びパレコウイルス３
型は不検出であった。また、インフルエンザウイル
スAH1pdm09も大きく減少した。
インフルエンザ様疾患では、３８検体中３４検体から

ウイルス３４件が検出された。型別に見ると、AH3
が１月から３月にかけて１４件検出された。AH1pdm
09は８月に１件、１１月に４件、１２月に２件検出さ
れた。２０１６年とは逆に、２０１７年はAH1pdm09よりも
AH3が優勢であった。B型は２月から５月にかけて

大分県衛生環境研究センター年報 第45号,87～91(2017)資料

８７



１１件検出され、８月及び１２月に各１件検出された。
分離された１２件のうち、３月と８月の各１件がビク
トリア系統で、他の１０件は全て山形系統であった。
また、肺炎の検体からAH3とアデノウイルス１型
が同時に検出された。
感染性胃腸炎では２１検体中１１検体から８種１２件の
ウイルスが検出された。A群ロタウイルスが最も多
く３件、次いでノロウイルスGⅡ.4（２０１２変異株）
及びアデノウイルス２型が各２件、他にパレコウイ
ルス１型、コクサッキーウイルスA6型、コクサッ
キーウイルスA10型、コクサッキーウイルスB4型及
びヒトヘルペスウイルス６型（HHV-6）が各１件
であった。
手足口病では、２３検体中１８検体からウイルスが１９
件検出された。コクサッキーウイルスA6型が最も
多く５月から８月にかけて１２件検出され、次いでコ
クサッキーウイルスA16型が４件、他にコクサッ
キーウイルスA10型、エコーウイルス３型及びエ
コーウイルス７型が各１件検出された。
ヘルパンギーナでは、７検体中６検体からウイル
スが６件検出され、コクサッキーウイルスA10型が
５月に２件、７月に１件検出された。他にコクサッ
キーウイルスA16型が２件、コクサッキーウイルス
A2型が１件検出された。
無菌性髄膜炎では、３７検体中１４検体から９種１６件
のウイルスが検出された。ムンプスウイルスが６月
から８月にかけて５件、エコーウイルス６型、エコー
ウイルス２５型及びライノウイルスが各２件検出され
ている。他にコクサッキーウイルスA10型、コクサッ

キーウイルスB4型、エコーウイルス３型、エコー
ウイルス７型及びHHV-6が各１件検出された（表
２）。
２０１７年はムンプスウイルスの流行があり、７検体
から検出された。検出された時期は、６月から８月
に６検体、１２月に１検体であった。検体種別は、髄
液４検体及び咽頭ぬぐい液３検体であった。臨床診
断別では、無菌性髄膜炎が５名（５～８歳８か月）
と最も多く、流行性耳下腺炎が１名（６歳３か月）、
かぜ症候群が１名（８歳）であった。
大分県では、ムンプスウイルスは、２００８年以降２０１４
年に無菌性髄膜炎の検体（髄液）１件から検出され
たのみで、そのほかには検出がなかった。
全国的には、２０１６年～２０１７年に流行性耳下腺炎の
流行があり、無菌性髄膜炎検体からのムンプスウイ
ルス検出数が増加していることから、今後もその動
向を注視していくことが必要と考える。
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検出病原体 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計
Coxsackievirus A2 １ １ ２
Coxsackievirus A4 １ １
Coxsackievirus A6 １ ５ ５ ６ １ １８
Coxsackievirus A10 ２ １ ２ １ ６
Coxsackievirus A16 ２ １ ４ ７
Coxsackievirus B4 １ １ ２
Echovirus 3 ２ １ ３
Echovirus 6 １ １ ２
Echovirus 7 ２ ２
Echovirus 25 ２ ２
Parechovirus 1 １ １
Rhinovirus １ ２ １ １ ３ １ １ ２ １２
Influenza virus A H1pdm09 １ ４ ２ ７
Influenza virus A H3 N unknown ７ ６ ２ １５
Influenza virus B １ ８ １ １ １ １ １３
Parainfluenza virus 3 １ １
Mumps virus １ １ ４ １ ７
Rotavirus group A １ １ １ ３
Norovirus genogroup II ２ ２
Adenovirus 1 １ １ ２
Adenovirus 2 １ １ ２
Adenovirus 3 ２ ２
Herpes simplex virus 1 ２ ２
Varicella-zoster virus(VZV) １ ２ ３
Cytomegalovirus(CMV) １ １ １ １ １ １ ６
Human herpes virus6(HHV-6) ２ ２ ２ ２ １ ９
Rickettsia japonica ２ １ ３

合 計 ９ ８ １５ ７ １２ １６ ２２ １６ ３ ３ １２ １２ １３５

表１ 平成29年 ウイルス・リケッチアの月別検出状況

（複数検出を含む）
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臨床診断名 病原体名 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 合計

感染性胃腸炎 Coxsackievirus A6 １ １
Coxsackievirus A10 １ １
Coxsackievirus B4 １ １
Parechovirus 1 １ １
Rotavirus group A １ １ １ ３
Norovirus genogroup II ２ ２
Adenovirus 2 １ １ ２
Human herpes virus6(HHV-6) １ １

手足口病 Coxsackievirus A6 １ ５ ３ ３ １２
Coxsackievirus A10 １ １
Coxsackievirus A16 １ ３ ４
Echovirus 3 １ １
Echovirus 7 １ １

突発性発しん Human herpes virus6(HHV-6) １ １
ヘルパンギーナ Coxsackievirus A2 １ １

Coxsackievirus A10 ２ １ ３
Coxsackievirus A16 １ １ ２

インフルエンザ様疾患 Influenza virus A H1pdm09 １ ４ ２ ７
Influenza virus A H3 N unknown ７ ６ １ １４
Influenza virus B １ ８ １ １ １ １ １３

咽頭結膜熱 Cytomegalovirus(CMV) １ １
無菌性髄膜炎 Coxsackievirus A10 １ １

Coxsackievirus B4 １ １
Echovirus 3 １ １
Echovirus 6 １ １ ２
Echovirus 7 １ １
Echovirus 25 ２ ２
Rhinovirus １ １ ２
Mumps virus １ １ ３ ５
Human herpes virus6(HHV-6) １ １

脳炎 Coxsackievirus A6 ３ ３
Adenovirus 3 ２ ２
Human herpes virus6(HHV-6) １ １

急性脳症 Human herpes virus6(HHV-6) １ １ ２
流行性耳下腺炎 Mumps virus １ １
水痘 Varicella-zoster virus(VZV) １ １ ２
その他ウイルス肝炎 Adenovirus 1 １ １
不明熱 Human herpes virus6(HHV-6) １ １

表２ 平成29年 臨床診断名別ウイルス・リケッチア検出状況
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臨床診断名 病原体名 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 合計

かぜ症候群 Coxsackievirus A2 １ １
Coxsackievirus A4 １ １
Coxsackievirus A16 １ １
Rhinovirus １ １ ２
Parainfluenza virus 3 １ １
Mumps virus １ １
Herpes simplex virus 1 １ １
Cytomegalovirus(CMV) １ １

気管支炎 Rhinovirus １ １ ２
Cytomegalovirus(CMV) １ １

肺炎 Rhinovirus ２ １ １ ４
Influenza virus A H3 N unknown １ １
Adenovirus 1 １ １

発疹症 Coxsackievirus A6 １ １ ２
Echovirus 3 １ １
Rhinovirus １ １ ２
Herpes simplex virus 1 １ １
Varicella-zoster virus(VZV) １ １
Cytomegalovirus(CMV) １ １ １ ３
Human herpes virus6(HHV-6) １ １

熱性けいれん Human herpes virus6(HHV-6) １ １
日本紅斑熱 Rickettsia japonica ２ １ ３

（複数検出を含む）
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採血月日 検査
頭数

ＨＩ抗体価 抗体陽性率
（％）

２ME感受性抗体
保有率（％）＜１０ １０ ２０ ４０ ８０ １６０ ３２０ ６４０≦

７月３日 １０ １０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．０
７月１２日 １０ １０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．０
７月２４日 １０ ６ ０ ０ ０ ０ １ １ ２ ４０．０ ５０．０
８月４日 １０ ３ ０ １ ０ ０ ０ ０ ６ ７０．０ ６６．７
８月１７日 １０ １ ０ ０ ０ ０ ２ ３ ４ ９０．０ ７７．８
８月２８日 １０ ０ ０ ０ ０ ２ ３ ０ ５ １００．０ １０．０
９月４日 １０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２ ６ １００．０ １０．０
９月１３日 １０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ６ ０ １００．０ １０．０

表１ と畜場出荷豚の日本脳炎HI抗体保有状況

感染症流行予測調査について（2017年度）

は じ め に

２０１７年度の厚生労働省委託による感染症流行予測
事業として、大分県内の日本脳炎感染源調査を行っ
たので、その概要を報告する。

材料および方法

２０１７年度感染症流行予測調査実施要領に従い、国
東市で飼育され、と畜場へ出荷されたブタの血液を
採取し、検査材料とした。検査方法は「感染症流行
予測調査事業検査術式（厚生労働省健康局結核感染
症課、国立感染症研究所感染症流行予測調査事業委
員会／２００２年６月）」に従った。

結果および考察

２０１７年７月上旬から９月中旬まで約１０日ごとに１０
頭ずつ、計８０頭の日本脳炎HI抗体を測定した（表
１）。最初にHI抗体保有ブタが確認されたのは７月
２４日で、最近１０年間の平均（７月２６日）と同程度だっ

た。また、日本脳炎汚染地区の判定基準であるＨＩ
抗体保有率５０％を超えたのは８月４日で、５０％を超
えなかった２０１０年を除く最近１０年間の平均（８月２０
日）より１６日早かった。１００％に達したのは８月２８
日であった（図１）。採取した血液からVero９０１３細
胞を用いて日本脳炎ウイルスの分離を試みたとこ
ろ、７月２４日採取分から２株が分離された。
日本脳炎ウイルスの感染初期であることを示すと
考えられる2ME感受性抗体保有率については、７
月中旬までは０％であったが７月下旬に２０％となっ
た。このことから、７月中旬から８月上旬にかけて
ブタの間での感染が拡大したと推測される。
本調査でブタの血液から日本脳炎ウイルスおよび
抗体が検出されていることから、蚊を介した日本脳
炎ウイルスへの感染に注意が必要である。
なお、２０１７年度の県内の日本脳炎患者の報告は１
名であった。
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図１ 各年の豚血清中HI抗体陽性率の推移（2013年～2017年）
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大分県における環境放射能調査（2016年度）

は じ め に

当センターでは、国の委託事業として環境放射能
水準調査を１９８８年度から継続して行っている。それ
らの結果は２０１１年度までは、環境放射能調査研究成
果論文妙録集１）において報告されているので、昨年
度までに２０１２～２０１５年度の結果を報告した２，３）。今年
度も２０１６年度の結果について報告する。

調 査 方 法

１ 調査期間

２０１６年４月１日～２０１７年３月３１日

２ 調査の概要

１）調査対象
①全ベータ放射能
降水（定時降水）
②核種分析（137Cs，134Cs，131I）
大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、
精米、野菜類、牛乳
③空間放射線量率
モニタリングポストによる連続測定及びサーベ
イメータによる測定

２）測定方法
試料の採取、前処理及び測定は文部科学省放射能
測定法シリーズに準拠し実施した。

３）測定装置
①全ベータ線放射能
ベータ線自動測定装置：
アロカ JDC-３２０１B
②核種分析
ゲルマニウム半導体検出器：

キャンベラGC３０１８
③空間放射線量率
ア）モニタリングポスト：
アロカMAR-２２

イ）サーベイメータ：
アロカ TCS-１７１

調 査 結 果

１ 全ベータ放射能

２０１６年度における定時降水試料中の全ベータ放射
能測定結果を表１に示した。２０１６年度は９０試料中１７
試料から全ベータ線が検出されたが、その値は過去
３年間の範囲内にあり、これまでの結果とほぼ同レ
ベルであった。

２ 核種分析

２０１６年度における各種環境試料中の核種分析結果
をそれぞれ表２に示した。
２０１６年度は、定時降下物、上水（蛇口水）、降下
物、精米、野菜及び牛乳からは人工放射性核種は検
出されなかった。
土壌から１３７Csが検出されたが、過去３年間の測定
結果と比較して近しい値であった。

３ 空間放射線量率

モニタリングポストは１９８８年から衛生環境研究セ
ンターの屋上に１台設置していたが２０１１年の東京電
力福島第一原子力発電所事故を受けて、２０１２年３月
末に大分市（佐賀関大気測定局）、日田市（日田総
合庁舎）、佐伯市（佐伯豊南高校〔旧鶴岡高校〕）、
国東市（国東高校）の４か所にモニタリングポスト
を増設した。なお、２０１３年１２月に大分市佐賀関大気
測定局から佐賀関小学校に移設した。
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表１ 定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果（2016年度）

２０１６年度の結果をそれぞれ表３に示した。これら
のモニタリングポストによる空間放射線量率はこれ
までの結果とほぼ同レベルであり、異常値は認めら
れなかった。
また、衛生環境研究センターでは１か月に１度、
サーベイメータを用いて地上１mの空間放射線量率
を測定している。２０１６年度の結果をそれぞれ表４に
示した。これらの結果、空間放射線量率はこれまで
の結果とほぼ同レベルであり、異常値は認められな
かった。

４ 北朝鮮核実験

２０１６年９月９日に北朝鮮が地下核実験を行ったた
め、９月９日から１６日までの間、大気浮遊じん及び
降下物の測定を行った。採取時間は２４時間、ゲルマ
ニウム半導体検出器による測定時間は６時間であ
る。結果を表５に示した。これらの結果からは、異
常値は認められなかった。

結 果

２０１６年度の定時降水中の全ベータ放射能測定結
果、各種環境試料中の核種分析結果、モニタリング
ポスト及びサーベイメータによる空間放射線量率
は、これまでの結果とほぼ同じ放射線レベルにあ
り、異常値は認められなかった。
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表２ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果（2016年度）

表３ モニタリングポストによる空間放射線量率測定結果（2016年度）（単位：nGy/h）

表４ サーベイメータによる空間放射線量率測定結果（2016年度）

表５ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果（北朝鮮核実験）
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